
     

　
中
国
製
冷
凍
ギ
ョ
ー
ザ
中
毒
事
件
で
は
、
千
葉
市
の

被
害
者
宅
に
残
っ
て
い
た
調
理
済
み
の
ギ
ョ
ー
ザ
の

皮
か
ら
最
高
濃
度
三
万
一
一
三
〇
ｐ
ｐ
ｍ
と
い
う
信

じ
ら
れ
な
い
高
濃
度
の
メ
タ
ミ
ド
ホ
ス
が
検
出
さ
れ

た
。
ギ
ョ
ー
ザ
四
個
分
で
、
体
重
六
〇
㎏
の
成
人
の
致

死
量
に
相
当
す
る
と
い
う
。
殺
意
を
持
っ
て
混
入
し
な

け
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
高
濃
度
の
農
薬
が
食
品
か
ら
検
出

さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
五
歳
の
女
児
が
助
か
っ

た
の
は
奇
跡
的
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
「
食
品
テ
ロ
」

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

　
中
国
側
に
は
、
禁
止
農
薬
が
流
通
し
て
い
る
こ
と
と
、

農
薬
や
殺
鼠
剤
な
ど
の
毒
物
が
手
に
入
り
や
す
い
環

境
で
あ
る
と
い
う
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
一
方
、
日
本

に
突
き
つ
け
ら
れ
た
課
題
は
、
中
国
よ
り
は
る
か
に
深

刻
で
あ
る
。 

　
一
つ
は
、「
日
本
の
検
疫
体
制
が
農
薬
や
毒
物
に
対

し
て
無
防
備
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
日
本
の
検
疫

で
は
、
ギ
ョ
ー
ザ
な
ど
多
く
の
具
材
が
入
り
交
じ
っ
た

加
工
食
品
に
つ
い
て
は
、
大
腸
菌
な
ど
一
般
的
な
食
中

毒
菌
と
添
加
物
し
か
検
査
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
今
回

の
事
件
は
、
ギ
ョ
ー
ザ
で
な
く
て
も
、
冷
凍
で
な
く
て

も
、
メ
タ
ミ
ド
ホ
ス
以
外
の
農
薬
で
あ
っ
て
も
、
農
薬

以
外
の
毒
物
（
殺
鼠
剤
な
ど
）
で
あ
っ
て
も
不
思
議
は

な
か
っ
た
。
同
様
の
事
件
は
、
今
後
も
ど
ん
な
毒
物
で

も
、
ど
ん
な
加
工
食
品
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
だ
。 

　
毒
物
混
入
で
は
な
く
原
材
料
の
野
菜
の
残
留
農
薬
と

思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
発
し
て
い
る
。
こ
れ
は
検
査
を

始
め
た
か
ら
発
覚
し
た
も
の
で
あ
る
。
冷
凍
ロ
ー
ル
カ

ツ
（
ア
ス
パ
ラ
入
り
）
か
ら
検
出
さ
れ
た
ホ
レ
ー
ト
（
※
）

は
、
ア
ス
パ
ラ
の
残
留
農
薬
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
残
留

量
は
十
分
食
中
毒
を
起
こ
す
量
だ
っ
た
。 

　
国
は
、
や
っ
と
輸
入
加
工
食
品
の
農
薬
検
査
を
始
め

た
が
、
そ
の
検
査
数
は
ご
く
わ
ず
か
で
し
か
な
い
。
検

査
品
目
と
検
査
数
を
も
っ
と
も
っ
と
増
や
し
、
輸
入
加

工
食
品
に
対
す
る
残
留
農
薬
の
検
査
体
制
の
構
築
を

図
る
必
要
が
あ
る
。
人
員
や
予
算
が
足
り
な
け
れ
ば
、

優
先
的
に
充
当
す
る
べ
き
で
あ
る
。 

　
も
う
一
つ
の
致
命
的
な
欠
陥
は
、「
行
政
間
の
連
携

が
悪
い
」
こ
と
で
あ
る
。
昨
年
一
二
月
二
八
日
と
今
年

一
月
五
日
に
起
き
た
事
件
が
つ
な
が
っ
て
い
れ
ば
、
一

月
二
二
日
に
千
葉
県
市
川
市
で
起
き
た
三
件
目
の
事

件
は
防
げ
た
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
、
関
係
省
庁
や
自

治
体
、
民
間
企
業
が
連
携
し
て
危
機
管
理
を
徹
底
で
き

る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。 

　
さ
ら
に
、
加
工
食
品
の
原
材
料
の
原
産
地
が
表
示
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
消
費
者
が
「
産
地
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
問
題
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
た
。
東
京
都
は
、
調
理
済
冷
凍
加
工
食
品
に
原
料
原

産
地
表
示
を
義
務
づ
け
る
方
針
だ
が
、
す
べ
て
の
加
工

食
品
が
対
象
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。 

　
国
は
、
対
象
範
囲
を
拡
大
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い

る
が
、
詳
細
は
一
切
決
ま
っ
て
い
な
い
。 

　
食
の
安
全
や
食
品
を
選
ぶ
権
利
が
十
分
確
保
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
、
今
回
の
事
件
で
唯
一
の
救

い
は
、
我
々
に
「
五
感
で
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
教
訓
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
に
お
い

で
、
味
で
、
見
た
目
（
穴
や
傷
な
ど
）
で
、
触
っ
て
み
て
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も
、
ど
ん
な
加
工
食
品
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
だ
。 

　
毒
物
混
入
で
は
な
く
原
材
料
の
野
菜
の
残
留
農
薬
と

と
い
う
教
訓
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
に
お
い

で
、
味
で
、
見
た
目
（
穴
や
傷
な
ど
）
で
、
触
っ
て
み
て

（
袋
の
べ
た
つ
き
な
ど
）、
食
べ
な
か
っ
た
り
、
す
ぐ
吐

き
出
し
た
り
し
た
人
が
い
る
。
毒
物
に
限
ら
ず
、
五
感

を
養
い
信
じ
る
こ
と
が
身
を
守
る
大
切
な
す
べ
で
あ

る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
食
品
の
値
段
だ
け
で
は
な

く
安
全
性
を
加
味
し
、
味
や
に
お
い
な
ど
の
五
感
も
総

動
員
し
て
、
自
分
自
身
や
家
族
の
健
康
を
守
る
こ
と
を

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。 

       

　
遺
伝
子
組
み
換
え
（
Ｇ
Ｍ
）
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
、
い

よ
い
よ
本
格
的
に
食
品
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
日
本
の
ス
タ
ー
チ
（
で
ん
粉
）
最
大
手

の
企
業
が
「
米
国
産
の
Ｇ
Ｍ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
原
料
と

す
る
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
の
供
給
を
飲
料
メ
ー
カ
ー
な

ど
に
始
め
た
」
と
い
う
。 

　
私
た
ち
が
直
接
食
べ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
と
呼
ば
れ
、
野
菜
の
分
類
に
な
っ
て
い
る
が
、

自
給
率
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
飼
料

用
や
加
工
食
品
に
使
用
さ
れ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
穀

物
に
分
類
さ
れ
、
自
給
率
は
ゼ
ロ
％
で
あ
る
。
し
か
も
、

輸
入
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
約
九
四
％
を
米
国
に
頼
っ
て

い
る
。
そ
の
米
国
で
、
石
油
代
替
燃
料
の
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
向
け
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
需
要
が
拡
大
し
て

い
る
。
生
産
量
自
体
は
拡
大
し
て
い
る
が
、
非
Ｇ
Ｍ
の

作
付
面
積
の
割
合
は
「
〇
七
年
の
約
三
割
か
ら
〇
八
年

は
二
割
弱
に
減
少
し
て
い
る
」
と
い
う
。 

　
穀
物
と
し
て
輸
入
さ
れ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
約
六
六

％
は
飼
料
用
で
あ
る
。
食
品
用
の
場
合
も
、
食
用
油
以

外
で
は
、
Ｇ
Ｍ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、「
世
界
的
な
穀
物
高
騰
」
と

「
非
Ｇ
Ｍ
穀
物
の
入
手
が
困
難
」
な
の
で
、
安
価
な
Ｇ
Ｍ

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
よ
う
だ
。
穀
物
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
食
品
用
途
は
非
常
に
広
い
。
コ
ー
ン
ス

タ
ー
チ
だ
け
で
な
く
、
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
を
原
料
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
添
加
物
や
食
品
に
使
わ
れ
て
い
る
。 

　
要
す
る
に
「
で
ん
粉
」
な
の
で
応
用
範
囲
は
広
い
。

糖
類
と
し
て
、
水
あ
め
や
ブ
ド
ウ
糖
、
異
性
化
糖
、
ダ

イ
エ
ッ
ト
甘
味
料
な
ど
に
、
種
皮
か
ら
は
食
物
繊
維

も
作
ら
れ
て
い
る
。
添
加
物
の
増
粘
剤
や
安
定
剤
の

原
料
に
も
な
る
。
膨
張
剤
の
中
の
安
定
剤
に
も
使
わ

れ
て
い
る
。
ビ
ー
ル
や
発
泡
酒
、
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
、

清
涼
飲
料
水
、
乳
性
飲
料
、
健
康
食
品
、
水
産
練
り
製

品
、
冷
凍
食
品
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
冷
菓
、
洋

菓
子
・
和
菓
子
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
、
ジ
ャ
ム
、
ソ
ー
ス
や

タ
レ
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
の
調
味
料
、
天
ぷ
ら
粉
な

ど
、
ス
タ
ー
チ
を
使
っ
て
い
る
食
品
は
数
限
り
な
く

あ
る
。 

　
と
こ
ろ
が
、
Ｇ
Ｍ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
使
わ
れ
て
い
て

も
、
必
ず
し
も
表
示
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
コ

ー
ン
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
や
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
な
ど
は
義

務
表
示
対
象
だ
が
、「
コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク
」「
水
あ
め
」

「
液
糖
」「
デ
キ
ス
ト
リ
ン
」「
コ
ー
ン
油
」
は
対
象
外
で

あ
る
。
表
示
対
象
品
で
も
「
全
原
材
料
中
上
位
三
位
以

内
か
つ
重
量
比
五
％
以
上
」
で
な
け
れ
ば
表
示
す
る
必

要
は
な
い
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
土
産
物
か
ら
遺

伝
子
組
み
換
え
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
摂
取
す
る
こ
と
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。 

     

　
厚
労
省
は
、
四
月
一
日
に
「
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
技
術

を
用
い
て
産
出
さ
れ
た
牛
お
よ
び
豚
並
び
に
そ
れ
ら

の
後
代
に
由
来
す
る
食
品
の
安
全
性
」
に
つ
い
て
、
食

品
安
全
委
員
会
に
食
品
健
康
影
響
評
価
を
依
頼
し
た
。

い
よ
い
よ
日
本
で
も
「
ク
ロ
ー
ン
牛
肉
や
牛
乳
の
販
売
」

が
現
実
の
も
の
に
な
っ
て
き
た
。
米
国
が
今
年
一
月
に

安
全
宣
言
を
し
、
欧
州
食
品
安
全
機
関
も
五
月
に
は
結

論
を
出
す
予
定
で
あ
る
。
日
本
で
も
、
厚
労
省
や
農
水

省
は
「
安
全
性
に
問
題
は
な
い
」
と
い
う
立
場
を
と
っ

て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
「
ク
ロ
ー
ン
牛
は
死
産
な
ど
の

発
生
率
が
高
い
」
と
い
っ
た
指
摘
は
あ
る
が
、
危
険
性

を
示
す
デ
ー
タ
は
な
い
の
で
、
食
品
安
全
委
員
会
が
安

全
宣
言
を
出
す
可
能
性
が
高
い
。 

　
ク
ロ
ー
ン
牛
に
は
、
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
以
外
に
も
受

精
卵
ク
ロ
ー
ン
牛
が
あ
る
。
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
牛
は
市

場
に
出
て
い
な
い
が
、
受
精
卵
ク
ロ
ー
ン
牛
は
、
す
で

に
牛
肉
と
な
っ
て
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
二
〇
〇

八
年
三
月
末
現
在
で
食
用
と
し
て
処
理
さ
れ
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
頭
数
は
、
三
一
六
頭
な
の
で
、
商
業
ベ

ー
ス
に
の
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。 

　
ど
う
し
て
、
出
荷
実
績
の
あ
る
受
精
卵
ク
ロ
ー
ン
で

な
く
、
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン
を
使
い
た
い
か
と
い
う
と
、

受
精
卵
の
場
合
は
細
胞
分
割
さ
れ
た
細
胞
を
使
う
の

で
、
一
つ
の
受
精
卵
か
ら
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
ク

ロ
ー
ン
が
一
六
〜
三
二
頭
と
非
常
に
少
な
い
こ
と
と
、

性
別
も
未
定
で
遺
伝
的
能
力
も
母
牛
と
父
牛
の
ど
の

遺
伝
子
組
み
換
え
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が 

使
わ
れ
る
可
能
性 

ク
ロ
ー
ン
食
品
も
食
卓
に 
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能
力
が
引
き
継
が
れ
る
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
体
細
胞

ク
ロ
ー
ン
の
場
合
は
、
筋
肉
細
胞
や
皮
膚
細
胞
を
使
う

の
で
、
ま
っ
た
く
同
じ
牛
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

同
じ
ク
ロ
ー
ン
技
術
を
使
う
な
ら
「
不
確
定
要
素
の
高

い
受
精
卵
よ
り
、
確
実
な
体
細
胞
を
利
用
し
た
い
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
（
表
１
参
照
）。
だ
か
ら
、
受
精
卵
ク

ロ
ー
ン
牛
は
商
業
化
を
要
求
す
る
声
が
聞
か
れ
な
い
。 

　
ク
ロ
ー
ン
牛
で
も
っ
と
も
問
題
な
こ
と
は
、
ご
く
わ

ず
か
で
も
販
売
さ
れ
て
い
る
の
に
「
販
売
す
る
際
に
ク

ロ
ー
ン
牛
と
表
示
す
る
義
務
が
な
い
」
こ
と
で
あ
る
。

農
水
省
は
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
、「
肉
や
乳
な
ど
受

精
卵
ク
ロ
ー
ン
牛
由
来
の
生
産
物
は
、
食
品
と
し
て
の

安
全
性
に
問
題
が
な
い
こ
と
」、「
受
精
卵
ク
ロ
ー
ン
由

来
生
産
物
と
一
般
の
牛

か
ら
生
産
さ
れ
た
生
産

物
を
科
学
的
に
識
別
す

る
こ
と
が
不
可
能
な
こ
と
」、

「
表
示
を
義
務
づ
け
た

場
合
は
相
当
な
労
力
・

コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
」

を
理
由
と
し
て
、
ク
ロ

ー
ン
牛
で
あ
る
こ
と
の

表
示
を
義
務
づ
け
な
か

っ
た
。 

　
た
と
え
ク
ロ
ー
ン
技

術
に
問
題
は
な
く
て
も
、

も
し
も
、
遺
伝
的
に
ヒ

ト
に
影
響
の
あ
る
病
気

や
異
常
を
持
っ
た
一
頭

の
牛
か
ら
大
量
の
ク
ロ

ー
ン
牛
が
産
出
さ
れ
れ

ば
、
そ
の
肉
や
乳
製
品
を
食
べ
て
被
害
を
受
け
る
消
費

者
の
数
も
多
く
な
っ
て
し
ま
う
。
安
全
宣
言
を
し
た
米

国
で
も
、
検
討
中
の
Ｅ
Ｕ
で
も
、
表
示
を
要
求
す
る
声

が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
消
費
者
が
ク
ロ
ー
ン
食

品
（
牛
肉
、
乳
製
品
、
豚
肉
な
ど
）
を
選
別
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
何
か
起
こ
っ
た
と
き
に
ク
ロ
ー
ン
食

品
の
履
歴
を
把
握
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
「
ク
ロ
ー
ン
食

品
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
」
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。 

      

　
米
国
で
は
大
き
な
問
題
に
な
っ
て

い
る
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
だ
が
、
日
本

で
は
、
食
品
安
全
委
員
会
が
「
健
康

へ
の
影
響
は
小
さ
い
」
と
し
た
こ
と

で
安
心
感
が
広
が
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
本
当
に
日
本
人
は
何
も
気
に
し

な
く
て
大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う
か
。 

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
／
Ｆ

Ａ
Ｏ
（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）
合
同

専
門
家
会
合
は
、「
心
血
管
系
を
健
康

に
保
つ
た
め
、
食
事
か
ら
の
摂
取
を

低
く
抑
え
る
べ
き
で
あ
り
、
実
際
に

は
最
大
で
も
一
日
当
た
り
の
総
エ
ネ

ル
ギ
ー
摂
取
量
の
一
％
未
満
と
す
る

よ
う
に
」
と
勧
告
し
て
い
る
。
各
国

の
摂
取
量
は
、
米
国
が
一
日
当
た
り

日本（平均）

国　名

米国（成人平均）

オーストラリア（2歳以上平均）

ニュージーランド（15歳以上平均）

ＥＵ諸国

　男性平均

　　最小値（ギリシャ）

　　最大値（アイスランド）

　女性平均

　　最小値（ギリシャ）

　　最大値（アイスランド）

1.56

1.4

1.7

0.6

0.7

5.8

1.2

6.7

1.7

4.1

0.5

2.1

0.8

1.9

0.7

2.6

１日当たりの
摂取量（ｇ）

摂取エネルギーに
占める割合（％）

表2 トランス脂肪酸の一人当たりの摂取量

ドナー細胞の由来

ドナー細胞数

クローン牛の性

受精卵

有　限

基本的に不明

能　力
母牛と父牛の組み合
わせから推定可能

体細胞

無　限

細胞提供牛と同一

細胞提供牛と同一と
推定可能

受精卵クローン 体細胞クローン

表１ 受精卵クローンと体細胞クローンの違い

ドナー細胞：クローンを作り出したい細胞

ショートニング

マーガリン、ファットスプレッド

クリーム類

バター

ビスケット類

食用調合油等

ラード、牛脂

マヨネーズ

チーズ

ケーキ・ペストリー類

スナック菓子・米菓子

牛肉

アイスクリーム類

菓子パン

食パン

食 品 名

7.00

3.02

1.95

1.80

1.40

1.37

1.24

0.83

0.71

0.62

0.52

0.24

0.20

0.16

平均値

      国内に流通している食品の
　　 トランス脂肪酸含有量（ｇ/100ｇ）
表3

13.6

ビスケット類：ビスケット、クッキー、クラッカー、パイ、
半生ケーキ

ケーキ・ペストリー類：シュークリーム、スポンジケーキ、
ドーナツ

日
本
人
も
気
に
な
る
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸 
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の
牛
か
ら
大
量
の
ク
ロ

ー
ン
牛
が
産
出
さ
れ
れ

よ
う
に
」
と
勧
告
し
て
い
る
。
各
国

の
摂
取
量
は
、
米
国
が
一
日
当
た
り

五
・
八
ｇ
で
、
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
占
め
る
割
合
は
二
・

六
％
と
非
常
に
高
く
、
日
本
は
一
・
五
六
ｇ
、
〇
・
七

％
と
低
く
な
っ
て
い
る
（
表
２
参
照
）。 

　
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
が
非
常
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る

マ
ー
ガ
リ
ン
や
シ
ョ
ー
ト
ニ
ン
グ
は
、
ク
ッ
キ
ー
、
ビ

ス
ケ
ッ
ト
な
ど
の
菓
子
や
パ
ン
類
な
ど
の
食
品
や
フ

ァ
ス
ト
フ
ー
ド
な
ど
の
外
食
産
業
で
も
よ
く
使
わ
れ

て
い
る
（
表
３
参
照
）。 

　
日
本
で
平
均
摂
取
量
が
少
な
い
と
い
っ
て
も
、
国
民

健
康
・
栄
養
調
査
の
平
均
値
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、

個
人
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
脂
肪
の
多
い
菓
子
類
や
食

品
の
食
べ
過
ぎ
な
ど
、
偏
っ
た
食
事
を
し
て
い
る
と
、

当
然
平
均
値
を
大
き
く
上
回
る
摂
取
量
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
。
今
の
日
本
人
は
外
食
産
業
を
利
用
す
る
機

会
も
多
く
な
り
、
惣
菜
な
ど
で
も
揚
げ
物
が
飛
ぶ
よ
う

に
売
れ
る
時
代
で
あ
る
。
マ
ー
ガ
リ
ン
や
シ
ョ
ー
ト
ニ

ン
グ
が
使
わ
れ
て
い
る
食
品
も
人
気
が
高
い
。
当
然
な

が
ら
、
高
齢
者
よ
り
若
者
の
ほ
う
が
摂
取
量
は
多
く
な

る
。
平
均
値
は
、
子
供
も
高
齢
者
も
含
ん
で
の
数
値
で

あ
る
。
最
大
一
％
と
い
っ
て
も
、
少
な
け
れ
ば
少
な
い

ほ
ど
よ
い
。 

　
日
本
で
は
、
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
の
含
有
量
は
表
示
さ

れ
て
い
な
い
が
、
日
本
人
に
は
関
係
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
食
生
活
に
よ
っ
て
は
健
康
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
可
能
性
も
あ
る
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生

活
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。 

　
現
状
の
日
本
は
、
消
費
者
が
食
品
を
選
択
す
る
際
の

情
報
公
開
が
、
必
ず
し
も
適
切
な
状
況
と
は
い
え
な
い
。

消
費
者
に
は
「
必
要
な
情
報
が
提
供
さ
れ
る
権
利
」
や

「
選
択
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
権
利
」
が
あ
る
は
ず
だ
。

福
田
首
相
は
「
消
費
者
庁
を
創
設
す
る
」
と
明
言
し
た

が
、
食
の
安
全
と
と
も
に
食
品
表
示
法
の
一
本
化
も
命

題
と
な
っ
て
い
る
。
一
刻
も
早
く
「
消
費
者
の
た
め
の

消
費
者
行
政
」
を
確
立
し
て
も
ら
い
た
い
。 

 

（
※
）
農
薬
や
殺
虫
剤
に
用
い
ら
れ
る
無
色
ま
た
は
黄
色
を
帯
び
た
独
特
な

臭
気
を
放
つ
液
体
。
日
本
で
は
農
薬
と
し
て
登
録
さ
れ
た
こ
と
は
無

く
、
使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。 
  

消
費
者
問
題
研
究
所
所
長
。
一
九
五
三
年
岐
阜
県
生
ま
れ
。
慶
應

義
塾
大
学
商
学
部
卒
業
後
、
テ
ッ
ク
電
子
（
現
東
芝
テ
ッ
ク
）
な

ど
流
通
関
連
会
社
に
て
添
加
物
表
示
、
衣
料
品
表
示
、
バ
ー
コ
ー

ド
シ
ス
テ
ム
商
品
な
ど
の
企
画
、
開
発
を
担
当
し
た
後
、
独
立
し

て
現
職
に
。
専
門
分
野
は
食
の
安
全
・
食
品
表
示
・
消
費
者
問
題

な
ど
。
主
な
著
書
は
、『
食
品
業
界
は
な
ぜ
平
気
で
嘘
を
つ
く
の

か
〜
怒
れ
消
費
者
！
こ
れ
は
も
は
や
「
食
」
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
だ

!!
』（
日
本
文
芸
社
）、『
あ
な
た
も
食
べ
て
る
中
国
産
』（
リ
ヨ
ン

社
）
な
ど
。 

　
垣
田
　

達
哉
（
か
き
た
・
た
つ
や
） 

 

CEL

ドナー細

ドナー細

クローン

能　力

表１ 受精
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